
作物種類 作物名称 使用目的

稲 水稲 節間短縮による倒伏軽減
稲(箱育苗) ﾑﾚ苗防止

移植時の発根及び活着促進
根の生育促進
根の生育促進、移植後の活着促進
砂壌土､高温､低温又は高密度は種苗における水稲用
除草剤起因の生育抑制軽減

果樹 かんきつ へた落ち防止
後期落果防止
冬期落葉防止

かんきつ(温州みかんを除く) 夏秋梢伸長抑制
果実肥大促進
後期落果防止
摘果

晩柑類(はっさく､ぶんたんを除く) 着色促進
夏秋梢伸長抑制
熟期促進
花芽抑制による樹勢の維持
落果防止

花芽抑制による樹勢の維持
落果防止

みかん 浮皮の軽減及び果皮水分の減少促進（予措効果）
温州みかん 夏秋梢伸長抑制

花芽抑制による樹勢の維持
間引摘果
結果母枝の充実、着花促進
熟期促進（間引摘果をかねて使用する場合）
熟期促進（熟期促進だけに使用する場合）
新梢発生促進
全摘果
着花促進
摘果
浮皮軽減

きんかん 花芽抑制による樹勢の維持
落果防止

なし 休眠打破による発芽促進及び発芽率の向上
収穫前落果防止
新梢伸長抑制

日本なし 熟期促進
新梢伸長促進

なし(幸水) 果実肥大促進
熟期促進

なし(豊水) みつ症軽減
熟期促進

なし(赤なし､ただし､王秋を除く) 収穫前落果防止
なし(王秋) 収穫前落果防止
もも 果実肥大促進
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かんきつ(温州みかん､きんかんを除
く)
かんきつ(不知火､ぽんかん､かぼ
す､はるみ､ﾜｼﾝﾄﾝﾈｰﾌﾞﾙ､日向夏､す
だち､平兵衛酢､長門ﾕｽﾞｷﾁ(無核)､
温州みかん､きんかんを除く)

かんきつ(不知火､ぽんかん､かぼ
す､はるみ､ﾜｼﾝﾄﾝﾈｰﾌﾞﾙ､日向夏､す
だち､平兵衛酢､長門ﾕｽﾞｷﾁ(無核)､
温州みかん､きんかん､愛媛果試第
２８号､愛媛果試第４８号､清見､ｶﾗを
除く)



作物種類 作物名称 使用目的
果樹 ぶどう 休眠打破による新梢の萌芽促進及び発芽率の向上

ぶどう(巨峰(施設栽培)) 着粒増加、新梢伸長抑制
ぶどう(巨峰(露地栽培)) 着粒増加、新梢伸長抑制

果粒肥大促進
無種子化、果粒肥大促進

かき 着色促進
ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 果実肥大促進

花き 花き類 発芽促進
花き類･観葉植物(ｶｰﾈｰｼｮﾝ､きく及
びﾁｭｰﾘｯﾌﾟを除く)

さし木の発根促進及び発生根数の増加

花き類(りんどうを除く) 発芽促進
ｱｲﾘｽ 生育促進
ｶｰﾈｰｼｮﾝ さし木の発根促進及び発生根数の増加
ｶﾗｰ 生育促進
ｶﾗｰ(湿地栽培を除く) 生育促進
きく さし木の発根促進及び発生根数の増加

花首伸長抑制
開花促進､草丈伸長促進
開花抑制

きく(ﾎﾟｯﾄﾏﾑ) 節間の伸長抑制（矮化）
きく(電照栽培) 早期不時発蕾防止
きく(ﾎﾟｯﾄﾏﾑ)(施設栽培) 節間の伸長抑制
ｼｸﾗﾒﾝ 開花促進
ｽﾄｯｸ 開花促進
ｽﾊﾟﾃｨﾌｨﾗﾑ 開花促進
ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ(促成栽培) 花丈伸長促進及び茎の肥大促進

開花促進
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 生育促進
ほおずき 着色促進
みやこわすれ 開花促進､草丈伸長促進

樹木 樹木類 新梢伸長抑制による剪定軽減
きんぽうじゅ さし木の発根促進及び発生根数の増加
どうだんつつじ さし木の発根促進及び発生根数の増加
こでまり 休眠打破による開花促進
いぬつげ さし木の発根促進及び発生根数の増加
さくら 休眠打破による発芽促進
さくら(切り枝促成栽培) 休眠打破による発芽促進
すぎ さし木の発根促進及び発生根数の増加
ひのき さし木の発根促進及び発生根数の増加
ﾋﾏﾗﾔｼｰﾀﾞ さし木の発根促進及び発生根数の増加
つつじ類 さし木の発根促進及び発生根数の増加
つつじ類(鉢栽培) 節間の伸長抑制（矮化）および着蕾数増加
ｱｻﾞﾚｱ 開花促進

水田作物 水田作物(水田畦畔) 草丈抑制による刈り取り軽減
麦類 小麦(秋播) 茎稈の伸長抑制
野菜 ﾒﾛﾝ ﾈｯﾄ形成促進及び果実肥大促進

ﾄﾏﾄ 育苗期の伸長抑制
空どう果防止
着果促進、果実の肥大促進、熟期の促進

ﾄﾏﾄ(生食用) 熟期促進
ﾐﾆﾄﾏﾄ 熟期促進

着果促進、果実の肥大促進、熟期の促進

ぶどう(ｻﾆｰﾙｰｼﾞｭを除く巨峰系4倍
体品種)[無核栽培]



作物種類 作物名称 使用目的
野菜 なす 着果促進、果実の肥大促進、熟期の促進

ｷｬﾍﾞﾂ 育苗期の伸長抑制
伸長抑制による苗の徒長防止

みつば(軟化栽培を除く) 生育促進
ﾚﾀｽ 育苗期の伸長抑制
いちご(促成栽培) 生育後期の伸長抑制

葉柄伸長抑制による苗の徒長防止


